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維新建設㈱ 専務取締役 庄田 雅直 

4月 14日夜と 16日未明、立て続けに最大震度

7の大地震が九州は熊本・大分地方を襲った。比

較的、地震の少ないとされてきた九州に文字ど

おり激震となった感がある。いまもなお余震が

続き、震源地である熊本は阪神淡路大震災を彷

彿させるほど中心地、郊外を問わず地震の影響

は甚大で、復興の長期化は想像に難くない。維

新建設の社員でご家族様や自宅が被災したとい

う報告は届いていないが、ミツワグループ全体や社員のご親戚まで範囲を拡げれば何らか

の影響と負担があったと聞いている。紙面を借り、心よりお見舞い申し上げたい。 

そういった社会情勢のなか、今年も 6 月 1 日から全国安全週間「見えますか？ あなた

のまわりの見えない危険 みんなで見つける安全管理」が始まる。この期間中である 6 月

25 日に「第 11 回 維新建設安全推進大会」を安全週間の期間中に全社員が参加して開催

する。大会内容は今年新たに設定した事業所安全成績表彰を加えて、個人表彰、勤続表彰

の 3部門で表彰を執り行う。また、大会のメーンプログラムでは維新建設 4事業所による

安全の取り組み発表と、岩手県釜石の山田線復興工事、一関～盛岡間の東北新幹線 EB パ

ッド化工事、福島県南相馬市の常磐線復興工事の取り組み発表も予定している。これらの

発表は、ご来賓のユニオン建設㈱様、河本工業㈱様から講評を頂くことから、維新建設の

マニフェストとなるため重要な発表と位置づけている。従って、発表する内容のつくり込

みに所長、副所長、発表者、PC の作成者といった実行委員の知恵と手間と多くの時間を

かけている。絶対ルールとして、取り組んでいない内容の発表はもちろん不可だが、取り
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組めるかどうか怪しい内容も NG とする。さらに、事業所ごとに発表テーマを与えている

ため毎年のことながら、1 チームの製作もなかなか仕上がらず、5 回～6 回の修正を入れ

て発表に至っている。ここ数年では、動画も取り入れて安全の取り組みやあるべき姿を発

表する事業所も出てきており、そのアイディアと努力する社員の姿に目を見張るものを感

じている。いずれにせよ、発表したことは維新建設の安全文化として積み上げていくこと

になる。これがコツコツと積みあがっていけば大きな成果となり、社員が安全で安心して

働ける会社へと成長つづけることが出来ると考えている。 

全国安全週間のスローガンに「あなたのまわりの危険は見えますか？」とあり「危険が

見えるか」を主語にして考えてみると、まず、巨大な地震どころか小さな地震ですら誰も

予測できない。この見えない天災には、なるべく備えを強化することで被害を最小限にす

ることが社会の常識になっている。現場に潜む危険を見過ごしていることがこれまで多く

あった。それは見る努力はしたけど見えなかったのか、見ようと努力をしなかったのか。

言葉で両者の印象は違ってくるのだが、危険な状態を見過ごして鉄道運転事故、重大な労

災事故に至れば取り返しのつかないこととなり、専ら人災にありがちな「努力はしたが…」

と、いくらアピールしても言い訳にすぎず要は結果がすべてとなる。このことを踏まえ、

我々は線路工事のプロである以上、潜む危険をみつけ出し安全を確保する必要がある。あ

らゆる角度からの訓練・研修・失敗した貴重な経験を全員が共有して備えながら、潜む危

険なポイントを見つけて対策を講じ、安全な施工方法で線路工事を毎夜、進めていかなけ

ればならない。開催する安全推進大会は、その訓練の場として回数を重ね、調査段階や施

工検討で見えなかった現場の危険を、はっきりと事前に抑えられる人財育成の場としてい

きたい。このことを全国安全週間ならびに安全推進大会を迎える時期に強く思いを馳せて

いる。 

 

宇都宮事業所 所長 川島 健路  

連休明け事故防止会議の際、ユニオン建設様よ

り無事故継続に対する各個人への褒賞を頂いた

ことにより目指す安全について少し考えました。

聞いて分かったことですが、この制度は２年前か

らあり作業規制ごとに区切り無事故達成を評価

するものだそうです。逆に考えると何かしらあっ

たから今までは頂けなかったのか…と思い、嬉し

い反面、反省の念がありました。そこで目指す安

全＝評価されるために無事故を目指すのもいいことだな！と感じました。ケガしないさせ

ない・人が死んではいけない等と普段から注意喚起を行い、ルールを守れと言い続けそれ

でも事故やケガが起こります。しかし、何となくですが今回の褒章を受けた時は「あ、無
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事故で来たのかぁ」と、少し安堵感すら覚えました。個人的にはかなり嬉しかったです。

今年も宇都宮管内は日光線のロング化計画をはじめ、多くの作業を抱えています。ベスト

モデル『活気ある組織で売り込む』には、他事業所には真似の出来ない声かけ合いの風土

づくりや危険予測への感度の向上・自社独自の施工前ミーティング・現場次世代体制への

バックアップの強化等、しっかり取り組めば防げる事故
．．．．．

を完封できる思いを詰め込んでい

ます。日々の作業を安全に完遂するのには体力を使います。しかし、何か起きた時にはそ

の何倍もの体力と労力を使います。何もなければその余分な労力を知恵や開発、改善へ回

せます。「仕事はするけど、何かポカを起こすんだよなぁ」というレッテルを今回の褒章

＝ワンアクション
．．．．．．．

を機に払拭したいと思います。宇都宮事業所の持ち味は『機械施工・保

守用車・大規模工事・次世代体制・安全施工』です。人・物・環境が整って初めて安全で

す。今の宇都宮事業所はヤレます。また次回無事故継続の記念品を頂けるように、組織の

宇都宮事業所で頑張ります。二重安全措置という新たな安全への仕組みも加わりまた大き

な変化点を迎えましたが一つ一つ、一日一日を無事に終えられるよう、その変化点に順応

して取り組んでいこうと思います。 

 

宇都宮事業所 副所長 森 和大 

宇都宮事業所は GW 中の長期休暇中 5/4 に宇都

宮構内で、分岐器部分交換(3点セット)と分岐マ

クラギ交換(モーター部 2本含む)を行い、無事に

終了することができました。休み中にも関わらず

出勤してくれた宇都宮社員や助勤に来ていただ

いた皆様、ありがとうございました。私は分岐マ

クラギ交換の軌作責として従事しました。最近は

軌工管ばかり従事していたので軌作責は久しく

従事していなかったのですが、大変だというのを思い出させられる日でもありました。 

さて蓋を開けてみると、自分が思い描いていた作業の進捗とは言えず、多少手こずった

のかなと思います。施工前 MT や施工計画で打ち合わせして、自分たちやユニオン建設の

担当者とも何回も討議しましたが、当日、JR 宇都宮保技セの科長やユニオン建設阿部所

長から作業の工程を指摘され自分の段取り不足や指示不足が目立ってしまい、情けない気

持ちと課題が多く残りました。今回この作業を行ってみて、大切だと思ったのは計画～現

調～施工～振り返り～改善、この流れを作るのは言葉では簡単だが実際に軌作責に従事し

て、いかに大変か考えさせられる日になりました。日々軌工管に従事している私ですが、

軌作責、作業員、各役割で現場が成り立っています。今回の経験で、この当たり前のこと

を思い返される日になりました。次の長期休暇まで約 3ヵ月です。節目節目を目標に夏季

休暇まで暗いニュースを流さないように、熱中症にも気をつけて頑張っていきましょう。 
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宇都宮事業所 副所長 糸瀬 正 

今年 1年間、社報にベストモデルについて書い

ていきたいと思います。今期の宇都宮(事)ベスト

モデルは、「活気ある組織で売り込む」です。 

①声かけ・振り返りは、全現場で行っているので

マンネリ化しないように考える⇒マンネリ化し

ないように、小集団(安全・事業所)グループと協

力し徐々に進化していきます。 

②週間毎に宇都宮事業所内での責任者同士が集

まりミーティングの実施⇒宇都宮事業所内での責任者がなかなか集まれず今まで出来ま

せんでした。今後は、打ち合わせ不足で事故・事象が無いように責任者同士が他の現場を

把握し協力体制を確立する。 

③不慣れな責任者、オペレーターの役職者を現場で教育要員を配置し次世代体制とバック

アップの推進を行う⇒作責・OP(MC・MTT・重機)の育成・教育。とくに OP に関しては、1

歩間違えば大きな事故(死亡事故・大幅な輸送障害)に繋がります。絶対に起こしてはいけ

ない事故なのでじっくりと育成していく必要があります。 

 

宇都宮事業所 新関 章人 

 3/19夜間作業中に、MC通過時に背向分岐器の

開通方向誤りに気付いたことに対し、5/9ユニオ

ン建設 下支店長から表彰を受けました。当夜、

基地線から出て横取装置を通過後、背向分岐器

で一旦停止しグッドコールを行ったところ進行

方向に開通していなことに気づき、すぐ責任者

に報告して指令に連絡していただきました。そ

の後、正規開通方向への進路開通を確認後、通

過しました。OP として背向分岐一旦停止開通方向確認は、基本動作の 1 つであり、当夜

は気づき、事故にならなくて良かったと安堵しましたが、そのことで表彰を受けたのは非

常にうれしく思います。以前から「責任者が進めと言っても、OP が進まなければ事故は

起きない」と教育されてきましたので、自分で安全確認が出来なければ進まない、指差確

認は目と声と動作で行うことを心掛けてきました。とくに MC 上に１人の時は再確認
．．．

、2

度見ることで臆病なぐらい確認をしています。推進時はモニターを触ることで間違いの無

いことを確認しています。それが今回の発見に繋がったのだと思います。今後も、確実な

基本動作と指差確認を続けて行き、無事故で従事していきます。 
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小山事業所 所長 菊池 純一 

平成 28年に入り、もう少しで半年となります。

昨年同様、今のところはとくに目立った事故・

ケガもなく推移しており、平成 28年の折り返し

月が近づいています。昨年も平成 27年の前半は

事故・ケガもなく推移していましたが、平成 27

年の後半では 11 月と 12 月に傷害事故を連続し

て 2 件発生させてしまいました。そんななか、

ユニオン建設様から無事故継続 1,500 日

（H28.4.9）達成したと言うことで先月 13日に表彰されましたが、小山事業所の所長とし

ましては複雑な思いでこの表彰を受けました。やはり連続して傷害事故(軽微なケガ)を発

生させているので本当の意味での無事故継続 1,500日とは言えず、微妙なところではあり

ました。そこで平成 28 年の所信表明にも書いた「見ざる言わざる聞かざる」にならない

取組みです。しかしながら、半年が経過しても、なかなか良い案が浮かばないのが正直な

ところです。この半年、模索するなかでいくつかの問題点を挙げたいと思います。 

(1) 普段から手元をあまり見ないで作業をしている(見えているようで見えていない)  

作業中に手元をまったく見ない作業員はいませんが、感覚的なところで作業をしてい

る人もいます。（いつも行っている作業なのであまり考えなくても身体が自然と動く

感じ） 

(2) 周りからの一言や注意喚起をしても本人には聞こえていない 

作業をしている作業員は作業に夢中になり過ぎて周りが見えなくなり、周りからの声

も聞こえない、聞こえていない（決して言われたことに対して無視をしている訳では

ない）状況が生まれています。 

(3) 自分の経験のなかから得た事柄が正しいと思い込んでしまっている 

すべてが正しくない訳ではないですが、自分のやっていることが正しいと言う思い込

みで作業を行ってしまい、結果的には失敗してしまうパターン。 

これらの問題点をこれからの半年間、もしくは平成 28 年度中に模索して行きたいと考

えています。そして、本当の意味での無事故継続を目指したいと思います。現在、小山事

業所では平成 28 年度中で一番の大規模工事である「飯田踏切拡幅工事」を施工していま

す。とくに拡大間合いが取れる GW期間中（5/1～5/4）では上下線共に約 20ｍの連接軌道

を敷設しました。(大宮支社では最大規模の連接軌道だそうです) GW期間中とはいえ助勤

に来て頂いた維新建設宇都宮事業所の方たちには大変お世話になりました。本当にありが

とうございました！飯田踏切拡幅工事は 6月中旬まで続きますので、事故やケガを起こさ

ないように引き続き気を引き締めて作業にあたりたいと思います。 
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小山事業所 副所長 人見 博之 

5/15 より二重安全措置が施行になります。説

明は聞きましたが、かなり複雑な内容になってい

ます。週間工程会議で現場・載線箇所ごとに、何

処でどういった仕事で二重安全措置を行うのか

打ち合わせを行い、それを元に保安打合わせ票や

跡確認記録簿を作成しています。新しい跡確認記

録簿は、競合作業での打合せ内容を記入しないと

いけないため、線閉責任者と密に連絡を取り合い、

今までよりも時間をかけて事務所内で相談しながら作成しています。そのため、現在、小

山事業所に軌工管は 7名います。事務所内のパソコンは、デスクトップが 5台・ノートが

１台の計 6台があり、そのうち常に空いているパソコンは 2台しかありません。そのため

保安打合わせ票を作成するのに 1 日 1・2 名しか作れないのが現状で、1 日に作れる書類

が限られています。 

そこで小山事業所の今年度の大きな出来事は、事務所が新しくなることです。今は手狭

な事務所が倍以上に広くなる予定で、パソコンも軌工管 1人に対し、1台入れていただけ

るので今後は各自、作業が早く終わった日などにいつでも保安打ち合わせ票を作ることが

できるようになり効率の良い環境になると期待しております。 

 

 

小山事業所 副所長 齋藤 忍 

今年度も 27 年度ベストモデルの内容と変わら

ず、現場現調を主体に 28 年度を無事故で乗り切

って行きます。今年の違う点は現場現調に+α現

場調査もします。主な調査は現時点の軌道状態の

確認です。H28.1.20 東海道鎌倉車両センターで

起きた-36mm の著大変位を検測し列車を抑止し

た事象が起きました。小山でも全く同じ事象が起

きました。列車等の抑止はありませんでしたが現

場とトラマスの諸元が合っておらず-24mmの通り狂いが検出されました。本来ならば検出

時に先ず列車を抑止！するのが手順だと思います。しかし、車両センターということもあ

り諸元が違うのは当たり前となっており、抑止をせずに事後報告となりました。その後の

JR小山保技セ様、ユニオン建設様との協議で車両センターに関しては作業前に JR小山保

技セ社員立会いのもと、事前検測することになりました。しかし我々は車両センターだけ
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にとどまらず、去年から始めた現場現調の取組みにおいて、すべての現場を現調していま

す。その際に現場の軌道状態の確認も行っていこう！と言うのが今年のベストモデルです。

このベストモデルに力を入れ信頼と信用を積み上げていきます。 

 

古河事業所 副所長 大塚 健治 

平成 28 年度もスタートして現在、雨後の緑が目に鮮やかな

季節になりました。年頭に私は、「新人社員 5人と定着率 UP」

を目指すと公言したわけですが、新入社員はおろか、現状維持

もままならない状況が続いております。インターネット等の応

募は適宜行ってもらっていますが、問い合わせ自体が少なく面

接にまでも至っておりません。風潮として、自分のライフスタ

イルを変えてまで仕事につきたくないという日本人の意識は、

平和な証なのかもしれません。だからこそ「職場環境」をより良いものにしなければ、こ

の先いつになっても社員数は衰退の 1歩を進み続けるだろう。自意識のなかの「普通」と

いう固定観念が邪魔をしてより良い方向に歩めていないのか。また、多数決という世の中

で 1番残酷な意思決定方法にも抗えていないことが現状を衰退させているのだろうか。解

らない。ただ、先日社長と話をする機会がありそのなかで「玉ねぎを調理するとき、捨て

る部位と調理する部位との境目を認識しなければならない。皮の部分だと思い込み、剥き

過ぎて何も残らないのでは本末転倒だ。事業所も同じ。色々あってもいいものだ。常に前

向きに、現状維持にこだわらず 15 年先を常に意識して行動せよ」と励まされました。有

限な時間を認識し、タマネギの中核で良好なコミュニティを形成して今より「魅力的な職

場」を目指します。 

 

古河事業所 副所長 井山 雄三 

私は今年で維新建設に入社して 8年目に入り、

現場では工事管理者の立場で入ることも増え、

仕上がり状態は当然ですが安全面に対しても作

業員の時と比べ、より一層、気を付けるように

なりました。そこで、今年度の古河事業所ベス

トモデル【ひと声かけで無事故と作業の効率 UP

を目指す】に対して、私は現場で不安全な行動・

場所に気が付けば上下関係に関わらず声かけを

し、工事管理者の立場では作業員同士声かけをして、現場を安全に終了できるよう指示・

指導していきたいと思います。現場作業中の危険・無駄をゼロにすることは難しいですが、

その声かけで“ゼロ”に近づけるように努力していきます。 
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館林事業所 所長 大野 周平 

館林事業所では平成 28 年度ベストモデルを

『重機作業と社員のレベルアップで線路を守

る』を掲げました。その理由は平成 27年度のベ

ストモデル「重機と作業とで線路を守る」を掲

げて、どちらかと言えば作業員の技術力アップ

を目指し、その結果、新人者から若手社員まで

の技術力は 1 年かけてアップしました。そこで

技術力も大切ですが、平成 28年度は重機に力を

入れたいと思います。理由は今年の 1月に栃木管内の検修区で分岐交換を行いました。分

岐レール、枕木を撤去した後、BHで掘削時、突然 BHが動かなくなり立ち往生してしまい、

予備の BH も用意をしていませんでした。ミツワ五丁台の技術者や所長に電話をして対処

を聞き、何とか線路から脱出できましたが、あの時自分は頭が真っ白になりテンパッてし

まいました。やはり重機や軌陸ダンプ等は機械なので、普段からいかに異常時の対応訓練

をして何かあった場合対応できるか？だと思います。館林事業所は重機作業のスペシャリ

スト育成を目標に今後も無事故で頑張っていきます。 

 

 

館林事業所 副所長 瀧野瀨 達也 

館林事業所では「重機作業と社員のレベルアップで線路を守る」を掲げています。ベテ

ランの高齢化や若手社員の増加により段々と昔に比べてレベルも落ちてきたかなと感じ

ています。それに伴い新しい体制で大野所長と共に、技術の継承・訓練など実行して社員

のレベルアップを図りたいと思います。それには、「発注者様の立場になり顧客の望む一

つ上の現場作り」が必要だと思っています。また、現場作りは 1人ではできません。社員

一丸となって協力しあい、初めて良い現場が出来ると思います。1つでもピースが欠けて

しまうとパズルは完成しません。館林事業所が大きなパズルを作れるようにしていき、「技

術の館林」を復活させたいと思います。館林事業所のみなさん、ご協力をお願いします。 

  

 

部長兼常磐作業所 所長 大宮 勇司 

常磐線復興工事は昨年 4月より始まり、新線工事がメーンの新地駅構内工事が今年の 2

月でほぼ終了し、続いて 3月末より福島第一原発より北へ 12kmに位置する桃内駅構内の

復旧工事が始まりました。ちなみに桃内駅は避難解除準備区域になっています。作業内容

は分岐器、トンネル内を含み概ね約 2kmの道床交換と、軌道撤去が約 500mになります。

教
育
と
躾
が
新
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な
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道床交換は今のところ順調に進み、25m～30m/1

日ペースでトンネル内を含み、ほぼ半分近く終了

しました。桃内駅構内は震災の影響がかなりひど

く、線路状態は最悪です。道床交換をしながら、

線路扛上が 300mm以上ある箇所や、通りも 100mm

～200mmぐらい移動する箇所を直しながら進め

ていかなければならず、10人全員で知恵を出し

合い作業手順を考え、日々、四苦八苦しながら頑

張ってやっています。営業線ではこんなにひどい線路を直すことがあまりないので、私は

毎日楽しみながらやっています。常磐線災害復興工事での維新建設は今年の 11月末まで、

残り約 6ヵ月の予定ですが、これから暑い夏を迎えるので熱中症と傷害事故には十分注意

して品質の良い線路を作り無事に工事を完遂したいと思っています。 

 

 

釜石作業所 工事責任者 佐藤 卓弥 

前回の社報に掲載してから約 4 ヵ月がたちま

した。JR 山田線復興工事は順調に進み 4 ヵ月の

間に現場の状況や工種も変わりました。仕事を始

めた頃は PC 交換(約 2,000 本)、道床入替(2km)

などの工事を行い釜石トンネル内のレール交換

(1.5km)など終わらせて、今は橋マクラギ交換を

行っています。しかし、毎回順調なわけではあり

ません。橋マクラギでは加工用の木材が生木で、

すでにヒビ割れやゆがみがあり、今まで使用してきたマクラギとは大違いでした。測量、

現調、加工を行いやっと 5月から交換作業に取り掛かかっています。まだまだ油断はでき

ませんが橋マクラギ交換も無事に終わらせたいと思います。これから先も何が起こるか分

かりませんが釜石メンバー10名と北上メンバー8名と共に日々の復興工事を進めて 1日で

も早い山田線開通を目指したいと思います。 

 

 

北上作業所 工事責任者 小野 哲也 

3/30(水)に北上新幹線チーム(7名)、山田線復興チーム(6名)合わせて 13名がユニオン

建設北上新幹線出張所会議室内において新規入場者教育を終え、4/1(金)には材料運搬、

員数確認、車両積込などの準備をして、いよいよ当夜から 3年間にわたり東北新幹線一関

～盛岡間の EBパッド化工事が始まりました。土地勘もなく、野木軌道さんの車両を必死

少
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について行きながら現着、見上げて「高い入口だなぁ」と

思いながら手上げにて器具・部材を搬入、さすがに手荷上

げの段階で体が悲鳴を上げていました。作業内容は EBパ

ッド交換の 1種類のみですが、これにはレール面整正や可

変パッド注入も付帯しますので中身は濃くなります。今で

はもう流れもつかんで目標の m数を若干ですが上回ってい

ます。現在も変わらず直 8・不動区間と、320k/m高速走行

区間を施工中です。員数確認ですが交換する新品部材もそ

うですが、当夜に発生する軌道パッド・可変パッド・ナッ

ト・ワッシャー・空ダンボール・PP袋などの数量も現場内

で行ないます。現場内は何 1つ残せませんし、忘れ物でも

して確認車に発見されたら大事です。持ち物も軌工管・列見の所持携行品を全て員数チェ

ックします。これだけ徹底というか神経を酷使しています。仕上がりも 1mトラマスを施

工前・レール面整正後・トルク緊締後と 3回走らせ、不良個所はその都度修正しています。

(ほんの 0.5mmでも)シビアな世界です。○(マル)にもプラス・マイナスもあるので他人事

ではありませんが、良くやっているなぁとつくづく思い知らされます。私達も負けてはい

られません。新幹線の新線工事を北陸 3年、北海道 2年の経験を学び得て来ました。ここ

が集大成となり、気力・体力・知力・徳力・判断力・技術力と全てまとめてそれが実力と

なり発揮させ貢献させます。連休明けからは北上に 1 名増え総員 8 名体制となりました。

ケガ・病気などにも気をつけ無事に完了したいと思います。夜間作業は東北新幹線の EB

パッド交換が主ですが、昼は当夜の準備としてユニオン建設㈱北上新幹線出張所にて前夜

の片付け、当夜 2パーティ分の使用材員数チェック、車両積込を行い、不足してきた頃を

見計らって JR北上新幹線保技セの倉庫から出張所倉庫へと運搬します。ここでもやはり

数量の間違いのないように念を入れてチェックします。軌道パッド・可変パッドが 1枚足

りないとか、ナット・ワッシャーが 1個 1枚足りないでは当夜の施工数量ダウンの他、維

新建設の信用もなくなりますので、、、簡単そうで非常に大事なところです。 

製作 八谷・小松／編集責任者 庄田 
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